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「サ ポ ニ ン
」加 培養 結 核(死)菌 、強毒 結 核(死)菌 、及

ゼ 此 等 ノ「ア ル コ ー ル」越 幾 斯 ヲ以 テ セ ル家

兎免疫 血1漿ノ喰菌現象比較研究

八幡 市 入 幡 製鐵 所病 院

柴 田 純 一 耶

緒

有馬氏創案「サボニンj加培養結核菌 ト強毒人型

結核菌 トノ死菌、其加熱 「アルコール」越幾斯、

及 ビ此「アルコール」越 幾斯 ラ取 リタル後 ノ結核

菌艦 テ以 テ家兎二発疫 テ施 シ、其見疫血漿 ノ喰

菌現象ヲ試 ミ、此等 ノ発疫元 テ以 テ喰菌能力 テ

論

高 メ得 ル ヤ否 ヤ テ検 シ、 又 何 レガ強 キ免 疫 ヲ與

へ得 ル ヤ且 ツ叉
、 爾 種 ノ菌 珠 テ喰 菌 セ シメ テ其

喰 菌 率 二差 異 ヲ生 ズル ヤ否 ヤ、 且 ツ此 等 ノ喰菌

現 象 ガ補 龍 結 合 反 磨 ト如 何 ナ ル關 係 二在 ル カラ

検 セ ン ト企 テ タ リ。

文獄概要

嚢 二余 ハ 「サボ ニ ン」加 培 養 結 核 菌 ト強 毒人 型 結

核 菌 トノ免 疫 血 清 ノ補 罷 結 合 反 癒 テ検 シタ リ。

血 液 中 ノ溶 菌作 用 ト喰 菌作 用 ト ノ問 ニ ハ密 接 ナ

ル關 係 ア リテ極 メ テ興 味 ア ル問題 ナ リ。Dean{i}

ハ正 常 血 満ソ 溶 菌現 象 ト「オ プ ソニ ン」喰 菌 現 象

トノ間 ニハ 李行 閲 係 成立 スル コ トテ「チ フス」菌
の

テ以 テ澄 明 シ、 叉、Haentjens(2}ハ 補 龍 結 合 反

癒 テ磨i甲 シテ喰 菌現 象 ラ詮明 シタ リ。 即 チ加 ヘ

タ ル補 禮 ガ喰 菌 二使 用 セ ラ レテ赤 血 球 溶 血 阻 止

テ見 ル方 法 ナ リ。

蓋 シ身 ± ト氏 ノ揚 唱 シ タ ル財 プ ソニ ン」喰 菌 作

用 ハ之 レラ特 殊 診 断 的 一二使 用 スル償 値 二就 テ ハ

學 者 ノ問 ∴論 ぜ ラ レタル所 ニ シテ特 二結 核 二於

テ然 リ トナ ス。Saathoff{3}ハ 「オ プ ソニ ン」ハ特

殊 的 ナ リヤ ノ黙 二於 テ反 封 ナ ル 意 兇 テ 有 シ、

Neufeld{i}ハ 「オ プ ソニ ン」作 用 ハ愛 巖 鵠 ト補 膿

ト ノ共 同作 用 二依 ル コ ト ラ 主張 シ而 シテザオプ

ソニ ン」ノ存 在 セ ル量 ガ必 ズ シモ得 ラ レタ ル免

疫 ノ度 テ薩 接 二表 現 スル モ ノニ非 ズ ト爲 セ リ。

B6hme⑤ ハ 葡 萄 状 球 菌 及 ピ 結 核 菌 ノ疾 病 ニ テ

ハ其 血清 ノ喰 菌 促 進 力 ハ唯僅 カ ニ慶 化 スル ノ ξ

ナ リ、 ソ レ故=、 其 利 用 慣値 ハ独iメ ラル ・毛他

ノ細 菌 二依 レル疾 病 ニ ハ正 常 ノ時 トノ差 大 ナ ル

テ以 テ誤 差 アル ニ拘 ラズ利 用 ノ慣値 ア リ ト爲 セ

リ。B乞cheru.Laub㈹ ハ 「オ プ ソニ ン」卒 ノ決

定、 特 二結 核 「オ プ ソニ ン」卒 ノ決 定 ハ不 正 確 ニ

シテ繰 リ返 ヘ シ、實 験 テ行 ヒタル結 果 テ蓼 考 シ

テ大 ナ ル差 ノ時 ノ?e利 用 シ得 ト爲 セ リ。Reyn

u.Kier(7}ハ 「ルー プス」患 者 ト健 康 人 トノ「オ ブ

ソニ ン」率 トノ間 二著 シ キ差 ラ認 メ ズ。 又 全 テ

ノ結 論 ハ誤 差 ノ法 則 テ顧 慮 シテ多 ク ノ實験 例 二

依 リテ決 スベ シ ト爲 ス。 之 レニ反 シ テ 「オ プ ソ

ニ ン」測 定 法 ノ 償 値 ヲ'推奨 ス ル 學 者 亦 多 シ
。

SchottmUlleru。Much(8)ArtherW.White{9>

Fornettu.Krencker〈io)Wainstein《il)等 ナ リ。

大 谷 氏 ⑱ ハ ラ イ トノ「オ ブ ソニ ン」喰 菌 作 用 ガ健

康 者 ト患 者 或 ハ特 殊 免 疫 テ施 シ タル モ ノ ・聞 二

著 シキ相 違 ナ キ ノ鮎 二疑 義 ラ抱 キ結 核 患 者 ノ絢

構酸 加血 液 ノ喰 菌 作 用 ラ検 シ、 「オ プソ ニ ンj喰

菌 現 象 ト全 然 其 意 義 テ異 ニ シタ ル特 異 発疫 反慮
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トシテ臨 鉢 的 診 噺 二慮 用 シ得 トナ セ リ。 次 デ椎

葉 氏㈹ バー 定 濃 度 ノ絢 構 酸 曹 達 ハ喰 菌 性補 膿 ノ

作 用 ラ阻 止 スル テ以 テ正 常 「オ プ ソニ ンJ及 ビ冤

疫 「オ プ ソニ ン」モ共 二血 漿喰 菌現 象 ニハ 關與 セ

ズ ト報 告 シ、 小 林健 見 氏鱗 ハ 血搬 菌 現 象 子螢

爲 スル モ ノハ補 艦 ノカ テ要 セ ズ シテ軍 掲 二喰 菌

現 象 ラ起 ス モ ノ即 チ 廣 義 ノ「トロ ー ピ ンJ(易 熱

性玄立ビエi耐熱 性 ナ リ トセ リ。)

次=結 核 菌 ラ以 テセ ル動 物 實験 二於 テハ、Azzi(tS)

ハ海 瞑 二結 核 菌 テ感 染 セ シメ テ其 血 清 ノ「オ プ

ソニ ン」作 用 ノ阻 止 セ ラル ・コ トラ見、大 谷 氏⑱

ハ家 兎 二初 メ生結 核 菌 微 量 テ注 射 シ後 二死結 核

菌 テ注射 シタ ル発 疫 家 兎 ノ喰 菌 現 象 テ検 査 シ タ

リ。GiovanniRomanelli燭 ハ加 熱 結 核 死 菌 テ健

康 家兎 ノ皮 下 二注 射 シ其 部 二生 ジ タル膿 テ第 ニ

ノ家 兎 ノ皮 下 二注 射 シ斯 ク シ テ五代 目 二血 清 ノ

喰 菌力 ノ高 上 テ兇 タ リ。 次 二矢 部 氏 等 ⑳ ニ ョ レ

バ 「サボ ニ 勾 加 培 養 ニ ヨ リ テ抗 酸 性 テ全 ク失 ヒ

タ ル結 核 菌 ハ卵 黄 寒 天 二移 殖培養 約 七 代 ニ シテ

抗 酸 性 テ恢 復 シタ ル コ ト ラ 報 害 シ、 「グ リ セ リ

ン」寒 天 ハ此 帳 復培 養 二好 適 ナ ラズ トセ リ。

自家實験

(1)使 用 菌 種 及 ビ免 疫 元 ノ製 法

(1)有 馬 博士 ヨ リ得 タル 「サボ ニ ン」加 培 養 結 核

菌(所 謂AO)ラ 更 二爾 ホ 「サボ ニ ン」加培 養 ラ重

ネ タル後 コV9「 グ リセ リ ンプ ィヨ ンJ二増 菌 シ

タル モ ノ。

(2)北 里研 究 所 ヨ リ分譲 セ ラvタ ル 「フ ラ ンク

フ ル ト」株 強 毒 人 型 結 核 菌 。

以上 ノ2菌 殊 子用 ヒテ6種 ノ免 疫 元 テ製 ス。

(1)AOザ アル コー ル」越 幾 斯(「 サボ ニ ンJ加 培

養菌){AOX.)

fサボ ニ ン」加 培 養 菌 ノ「グ リセ リ ン
、 ブ イ ヨ ン」

培 養 ラ洗際 シ濾 過紙 ノ間 二趣 シ テ水氣 テ去 リ、

209.ラ 量 リ探 リ硝 子球 テ 入 レタル 「コル ベ ン」

中=テ 好 ク磨 辞 シテ菌 ノ固 リテ解 キ タ ル後 、96

%iア ル コー ル1200αaノ 割 二混 ジ37"ノ 艀 竈 中

=10日 間 静 置 シ其 後 四 時 間 振 温機 ニ テ 振 澱 シ

密 栓 シ テ5時 間16び ノ湯 浴 ニ テ熱 シ直 チ ニ濾

過紙 ニ テ濾 過 セ リ。

(2)強 毒 結 該 菌(F)「 アル コー ルJ越 幾 斯(FX.)

結核 菌 「7ラ ンク フル トJ株 ノ「グ リ セ リ ンブ イ

ヨ ン」培 養 ノ登 育 優 良 ナ ル新 鮮 ノモ ノテ探 リ、薗

量109.二 封 シテ前 ト同様i二fア ル コー ルj100ec

ノ割 二加 へ同 様 操 作 シデ ア ル コー ルJ越 幾斯 テ

調 製 セ リ。

(3)AO菌 浮 游 液 σ サボ ニ ン」加 培養 菌)

「アル コ_ル 」越 幾斯 調 製 二使 用 シタル ト同 ジ培

養 テ80。 ノ湯 浴 ニ テ 牛 時 間 加 熱 殺 菌 シ洗 ヒ タル

後,滅 菌 濾過 紙 ノ間 二狭 ミテ水 分 ラ去 リ其 一 定 量

テ探 リ璃 噛 ノ乳 鉢 ニテ輕 ク播 リ、菌 ト生 理 的 食 監

水 トノ比 テO∫3:100ト ナ ル如 クx食 盤 水 テ混 ジ

1同 分 宛 ヂ ァ ンプ ル レJ二 封 入 シ80。 ニ テ牛 時

間宛2日 潰 毒 シテ菌 俘 游 液 テ作 リ氷 室 二納 ム。

(4)彊 毒 結 核 菌 〈F>浮 游 液

ウ ラ ン クフル ト」株 結 核 菌 「グ リセ リ ン プ ィ ヨ

ン」培 養 ノ 若 キ優 勢 ナ ル モ ノラ前 ト同 様 ナ ル操

作 ニ テ浮 游液 テ作 ル。

(5>AO菌 ヂァ ル コー ル」越 幾 斯 テ取 リタ ル残 リ

ノ菌 艦 俘游 液 ,

AO菌 ノ「アル コー ル」越 縷斯 ヂ取 リタル残 リ ノ

菌膿 テ前 同様0・3:100ノ 割 二菌 俘 游 液 テ作 ル。

(6)強 毒結 核 菌(F>ヨ ザ アル コー ル越 幾斯 ラ

取 リタル残 リ ノ菌 禮 浮游 液 。

強 毒結 核 菌(F>ヨ リヂァル コー ルj越 幾斯 テ取 リ、

其 残 リテ前「同室雍ξ0・3:100ノ 割1二 食 盤 フ}(浮妻捺液

テ作 ル。
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鵜:}Aα 菌
24909.F.菌 残 膿

21009。A().菌 残 盟

結 核 菌 「アル コー ル」越 幾斯 ハ各 家 兎 二毎 同5㏄ ・

ラ取 リ「アル コー ルJラ 低 温 ニ テ蒸褒 セ シメ タル

モ ノニ生 理 的 食盤 水5C£ ラ加 ヘ テ静 脈 内 二注 射

セ リ。 各 家 兎 二3日 目毎 二注 射 セ リ。 結 核 菌 俘

游 液 及 ピ菌 ノ「アル コー ルJ越 幾 斯 テ取 リタル残

リ ノ菌 膿 ノ浮 游 液5ce宛 静 脈 内 三注 射 セ リ。3

日毎 二注 射 シテ7同 二及 ピ最 後 ノ注 射 ヨ リ7日

目 二耳 ノ静脈 ヨ リ。探 血 シテ喰 菌 現 象 テ検 シタ

ル ニ、其 作 用 尚 弱 カ リ シニ ヨ リ、 更 二引 績 キ前,

ト同様 二3日 目毎 二4同 ノ注射 テ施 シタ ル後1

週 間 テ隔 テ ・静 脈 ヨ リ探 血 シテ喰 菌 現 象 テ検 査

セ リ。

(璽)實 験 方 法

實験 ノ準 備

{1)菌 液 ノ調 製 ・

強 毒 結 核 菌(F)及 ピAO菌 ノ登 育 佳 良 ナ ル 「グ

リセ リ ンプ ィ ヨ ン」培 養 ラ探 リ、「プ ィ ヨン」ヲ去

リ、 生 理 的 食 監 水 テ加 へ、70◎ ニ テ50分 間 殺菌

シテ瑞 磯 ノ乳 鉢 ニ テ10分 間 輕 ク播 リ30分 間 遽

心沈 殿 シテ菌 ノ固 リ テ去 リ、斯 ク シテ1ca中 二

1mg.ノ 菌 テ含 ム檬 二各 菌 液 テ作 ル。F菌FAO

菌 ノ菌液 ハ血 液 塗 布標 本 二於 テー覗 野 中 二略 篭

同薮 ノ菌 激 ヲ含 ム檬 二菌液 調製 二當 リ、 再三 塗

布 標 本 テ作 リ、検 査 調 節 セ リ。Greenwoodag)、

ハ菌 液 ノ濃 度 ニ ヨ リ大 ナル誤 差 テ來 ス トナ シ、

各 白 血球 二封 シテ3個 ノ菌 テ割 當 ル程 度 ノ菌 激

テ好 ト シ。Dean,モ 亦 菌液 ノ濃 度 如何 ニ ヨ ツ テ

著 シキ相 違 テ來 シ喰 菌 藪 テ確 定 シ 難 シ ト云 ヘ

リ。Wright(20)モ 略k同 檬 ノ コ トデ述 ベ タ リ。

各 菌 液 ハ各 二 種 類 即 チ絢 驚 酸 曹 達 菌 液 ト食 盤 水

菌 液 ノ2種 ヲ作 ル。前 者 ハ1㏄ 中lmg.ノ 菌 ト

1.5%ノ 絢 櫛 酸 曹達 ト0・85%ノ 食 髄 トテ含 有 シ

血 漿 喰 菌 現 象 二使 用 シ、後 者 ハ1cゑ1mg.ノ

菌 ト]・5%ノ 食盤 トテ含 有 シ、血 清 ノ喰 菌 現 象 二

使 用 スe菌 液 ハ1CKX1「 ア ン プル レ」二封 入 シ タ

ル モ ノ テ多 撒 製 シ、65"ニ テ30分 間 宛3日 消毒

シテ氷 窒 二貯 へ用 二臨 ミテ之 ラ使 用 セ リ。

(2)不 洗 白血 球 液 及 ピ洗漁 白 血球 液 ノ調 製

白血球 ハ常 二 同一 ノモ ノテ使 用 スル意 味 二於 テ

余 自 身 ノモ ノラ使 用 シタ リ.即 チ0.7%、 絢 構

酸 曹 達 液(0.85%食 臨 デ含 ム)10qc.ヲ 注 射 器 二入

レ肘 静 脈A太 キ注 射 針 テ刺 シ速 二6c£.ノ 血液 ヲ

吸 引 シテ好 ク混 ジニ 分 シテ遠 心沈 澱 シ上清 テ去

リ、 一 方 ヲ不 洗 白血球 液 ト シ、 他 ハ爾 ホ食 盤水

ラ加 ヘ テ洗 綴 沈 澱 シテ洗 條 白 血球 液 トシテ使 用

セ リ。 白血 球 ハ赤 血 球 ヨ リ比 重 輕 キ ガ故 二以 上

沈 澱 セ ルニ 血 液 ノ上 層 ニ ハ比 較 的 多 撒 ノ白 血球

テ含 ム。 故 二 白血 球 ノ少 キ部 分 ナ ル下 方牛 分 ヲ

毛 細 管 ニ テ吸 引 シ去 リ、 残 リラ好 ク振 リ混 ジテ

李 等 ナ ル 白血 球液 トナ シテ 使用 セ リ。

中姓 拘 櫛 酸 曹 達 二就 テ ノ注 意 。

拘構 酸 曹 達 ハ大 谷 氏 記載 ニ ヨ リ絢 構 酸 ノ結 晶 ト

苛 姓 曹 達 トテ加 ヘ テ中性 トナ シ(PH.7ト ナ ス)、

蒸 褒 シテ粉 末 トナ シ、 密 栓 シ置 キ タ レ ドモ時 テ

経 ル ニ從 ヒ「アル カ リ」姓 トナ ル。從 ツ テ之 テ静

脈 血 ト混 ズ ル ニ當 リ、血 液 ハ暗 黒 色 ラ呈 シ血球

バ ー般 二破 損 セ ラル。 念 ノ爲 メ後 藤 風雲 堂 ヨ リ

爽 費 ス ル大 谷 氏喰 菌 現 象用 、 中 性絢 擶 酸 曹 達 ヲ

取 リ寄 セ白 血球 液 ヲ調 製 シタ レ ドモ結 果 ハ前 ト

同檬 ニ シテ顯 微 鏡 的 二赤 面 球 ハ異 形 テ呈 シ、染

色標 本 二於 テ白血球 ハ膨 大 ス。 「メ ル ク」製 ノモ

ノモ然 リ、依 ツ テPHテ 測 定 シタ ル ニ7.4或 ハ

7・8位 ノ「ア ル カ リ」性 ナ リ
。 而 シテ白血 球 ハ翌

日ニ ハ 「アル カ リ」ノ爲 ノニ殆 ン ド破 壊 シ其 数 減

少 シテ使 用 二堪 ヘ ズ。 察 スル ニ作 リ シ始 メハ絢

榛象酸 曹 達 ハ 中性 ナ レ ドモ風化 シテ 「アル カ リ」ヲ

生 ジ タル ナ ラ ン。 余 ハ使 用 二先 キ立 チ テ所 要 ノ

絢 構 酸 曹 達 ノ2倍 濃 度 ノ渚 液 テ作 リ、PH.7、F

ナ ル檬 二絢 構 酸 ノ小 結 晶 ラ加 へ 又他 方 二同容 量

ノ生 理 的 食 盤 水(2倍 濃 度 〉テ他 ノ1'"コル ベ ン」S

取 リ蒸氣 清 毒 ヲ別 々 二爲 シテ冷却 後 混 ジタ リ。

熱 ノ爲 メニ食 蛾 ト拘 盤酸 曹 達 卜分 解 セ ンコ トヲ

恐 レタ レバ ナ リ。(リ ンゲ ル氏液 調 製 ノ時 食盛 ト

重 曹 ハ分解 ス>Bechhold(2bハ 苛性 曹 達 規 定液 ノ
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800分 ノ1Aテ 既 轟輕 度 ノ喰 菌 阻害 ヲ 爲 ス ト云

ヘ リ。

實験 方法 ハ絢櫛 酸 曹 達 食 盟 水 ラ探 血 管 ∴一 容量

テ探 リ是 レニ免疫 或 ハ健 常 家 兎(封 照 》ノ血液 二

容量 テ加 へ 血漿 ラ得 。 此 血 漿 一 容 蟹 テ ラ イ トノ

毛細 管A探 リ少 シノ空 間 ヲ置 キ テ、繭 液 一 容ll㌢

ヲ吸 引 シ更 ラニ 白血 球液 、 一 容 鷺 ヲ吸 引 シ此 三

者 引 バ ラ フ4ン シヤー レJh∴ 出 シ混 合 シテ元

ノ毛 細 管 二吸 入 シ先 端 ラ封 ジテ:S7gebi浴 中 二25

分間 浸 シテ後 標 本 ヲ作 リ喰 菌 白鎚胤球 ノ百 分 率 テ

出 シ タ リ(細 菌 畢 雑 誌 大 正8年 、 大 谷 彬亮 氏鋤

記載 参 照1。

絢櫛 酸 加 血液 轟 ツ キ テ ノ喰 菌 現 象検 査 テ圭 目的

トシ タ レ ドモ之 二附 随 シテ同 時 ニ ライ ト氏 「オ

プソニ ンJ法=ヨ リκ且溝 ヲ以 テ セ ル 喰 萬 白ll皿球

敷 ラモ検 査 シ タ リ。

喰薗 現 象 ノ實 験

(1)血 漿 二依 ル喰 菌 現 象

2%絢 櫛 酸曹 達(O、85%食 鼎 デ含 ム0.1¢.c

(免疫家兎血液0.2αq

以上血液ラ凝固セザル様混和 シ沈澱 セシメテ血

漿テ得。

血漿(家 兎〉 一・容

不洗白血球液 一容

絢構酸曹達菌液 一容

以上テ混和 シ37◎ニテ25分 間温 メ塗布糠本 ヲ・

作 リ、染色 シテ喰薦白血球数 テ百分率 子以 テ表
塾

セ リ。

染 色法

塗布標 本 テ空 氣 中 二乾 燥 シタル後 、 瓦 斯 火 焔 上

テ3同 通 過 セ シメ テ固 定 シiテ ー を氏液 ニ テ染

メ タル後 次 ノ慮 方 ニ ヨル聰 酸 ヂァル コー ル」ニ テ

脆色 シ之 レヲ水 洗 シタル後 瑚 砂 「メ チ ー レ ン プ

ラウJ液 ニ テ再染 色 シテ検 査 ス。

竸醗 アル コー ル」

濃 鞭酸2滴

(無 水 酒 精100c."

瑚 砂 「メ チー レ ン/ラ ウ 蔽

1「メ チ ー レ ンi青19。

砂2・5g.ナ棚

t蒸鰍 …c.c

以 上 ラ混 和 、溶 解 シテ3ケ 月以 上室 混 二放 置 シ

200倍 液 一=テ1分 間染 色 シタ リ。

(2)血 溝 ニ ヨル喰 菌 現 象

0。85%食 盟 フ肇く 《♪.1◎c.

免疫 家 兎血液o.2ca

以 上 ヲ混 合 セ ル モ ノハ、1--2時 間 後lli皿餅 ト透

明 ナル1肛清 稀 稗液 トニ別 ルs之 レラ更 二遠 心 沈

澱 シテ得 タル液 テ使 用 ス.斯 ク ノ如 ク シテ血 漿

ト同 ジ稀 繹 度 ノ血満 テ得 。

血 清(家 兎)一 容

洗 漁 白血球 液 一 容

食魎 水菌 液 一 容

以 上 ラ混 合 シ37ノ 重 湯煎 ニ テ25分 間、温 メ タ

ル後 、 前記 同 様喰 菌 白iflt球敷 テ百 分 率 テ以 テ表

シタ リ。

(IV)實 験

先 ヅ比 較 封 照 トシテ免 疫 セザ ル正 常 家 兎撒 匹 ノ

喰 菌 現 象 テ検 シタ リ(1、ll、 皿表)。

表1(無 冤疫家 兎一 樹照)

喰菌白血球 倣

正常血漿 十 強毒結核菌(F)

正常血漿 十AO菌 液(ア)

正常血清 十 強毒 結核菌液 くF)

正常血清 十AO菌 液(ア)

20%(20%20%)

・9・5%(19%20%)

・6%(17%15%)

2・%(16%26%)

藍ピ常血漿

正常血 漿

正常血清

正常血清

(無免疫家 兎一 針照)

喰菌 白血球数

強毒結核 菌液(F)

AO菌 液(ア)

強毒結核 菌液(F)

AO菌 液(ア)

13%

諄;1

・5・5%(14%17%)

表田(無 免疫家兎一封照)

喰菌白血球徽

備 醸+憾 結撚 液(F)19%(1渤
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正常血漿 十AO菌 液(ア) ・6・5%彪)
3

正常卑清 十 強毒結核 菌液(F/17%

正常血清 十AO菌 液(ア) ・4%催)

喰菌白血球ハ菌撒 ノ多少二關セズ喰菌セル白血

球 ヲ1個 トシテ計算 ス、計算 二加ヘタル白血球

ハ中性多核白血球、大輩核細胞及 ビ移行細胞 ト

セ リ。

下端 ノ括 弧 内 ノニ様 ノ%ハ 同 一一物 テ2枚 探 リタ

ル モ ノ ・値 ナ リ。 括 弧 外 ハ 李均 値 ナ リ。

喰 菌 数 ノ基 準 ト シテ ノ封 照 ヲ得 ル爲 メ ニ以 上3

匹 ノ健 常 家 兎 ノ血 漿 及 ビ血 清 ノ喰 菌 白血 球 撒 テ

測 定 シタ リ。

100個 ノ 白皿 球 申喰 菌 セ ル 白血 球 ハ大 凡13個

ヨ リ、20個 ノ間 二在 リタ リ。以 上3例 ノ各 ラ李

均 ス レバ次 ノ如 シ。

無 免疫 家兎 李均喰菌鍛一李均封照

喰薗 白血球数

正 常血漿 十 強毒結 核菌液(F)17.3%

正 常血漿 十AO菌 液(ア)17.3%

正常血清 十 強毒結核 菌液(F)16。6%

正常血清 十AO菌 液(ア)16.8%

他 ノ實 駿 者 ノ業 績 二就 テ封 照 健常 喰 菌 薮 チ参 照

ス ル 出、大 谷 氏働 ガ 自己(健 常)ノ 血 漿 及 ビ白血

球 ラ使 用 シ タ ル場 合 ハ5%、7%、1%、13%、

17%、24%、O%、 等 ノ差 異 デ示 シ、 叉 他 人 ノ

健 常 血 漿(ネ ジ)ハ12%、 又 ハ24%テ 示 シ タ リ。

又 、WrightandDouglas鋤 ノ業績 二就 テ見 ル

ニ第 一 、 第二 、 第 三實 験 ノ各 封 照 テ参 考 スル ニ

健 常 人 血清 二結 核 菌 テ作 用 シタル封 照例 二於 テ

(ラ イ ト及 ピ ドウ グ ラ ス等 ノ血 清及 ピ血 球 使 用

例.)見 ル ニ 其 喰 菌 数 俸 均)第 一 、5.4、 第二 、

17.3、 第 三、14、ヲ示 シ3倍 二達 スル差 テ見 ノレ。

喰 菌 敷 測 定 二依 ル方 法 ト シテ、 有 リ得 ペ キ誤 差

ノー 端 テ窺 フ コ トテ得 ン。 サ レバ、Wolisohn(23)

ハ 「オ プ ソニ ン」卒 ハ差 小 ナ ル時 ハ異 同 ノ別 不 明

ニ シ テ慣 値 ナ 久 唯 其 大 ナ ル差 ノ時 ノ ミ参 考 ト

ナ ル ト云 ヒ、Beyer(2bハ 「オ プ ソニ ン」試 験 ノ際

塗 布 標 本 二就 テ、50個 ノ白血 球 ラ2同 宛算 ヘ タ

ル ニ此 二 檬 ノ数 ノ間 ニ ハ40-50%ノ 差 ア リシ

b云 フ。 且 ツ、Strubellu.Felber(25)ハ 同一・標

本 ラ異 レル人 二依 ツテ計 算 セ ラ ル レバ10%ノ

差 ヲ生 ズ トセ リ。 大 谷 氏 ハ拘 隠 酸 加 血液 ノ喰 菌

程 度 テ表 ハ スニ喰 菌 セ ル 白血 球 撒 ノ百 分李 ヲ以

テ シ、 次 ノ標 準 二依 テ判 断 セ リ。

喰 菌 セ ル 白血球 敷標 準'

10%以 下

11-20%

21--30%

31--40% 性

性

問

性

陽

陽

等

陰

疑

弱

中

41%一 以 上強 陽 性

ラ ダ トノ 「オ ブ ソニ ン」率 テ参 考 ス ル ニ健 常 ナ ル

モ ノ ・傘 ハO、8-1.2ニ シテ郎 チ、1ノ 前 後 二 〇.2

ノ檜 減 テ存 シ。0.8-1.2ノ 間 ハ誤 差 或 ・・各 種 ノ

原 因 二基 ケル 移動 トシテ認 メ ラ レタ リ。 本 實験

二於 テ封 照喰 菌 白血 球 撒17ラ1ト ス レバ ラ4

トノ「オ プ ソニ ン」傘 ラ参 考 スル ニ上限 界 ノ1.2、

ハ20二 相 當 シ、0・8ハ13、 二 相 當 ス、 之 レテ

参 照 スル モ亦 、大 谷 氏 ノ標 準 ヨ リ見 ル モ喰 菌 白

血 球 ノ20、 迄 デ ハ反磨 ノ陽 性 ラ確 定 シ得 ザ ル モ

ノ トセザ ルベ カ ラ ズ。且 ツ又 上隈 界20、 下 限界

13、 ノ差7個 程 度 ノ差 ハ之 レニ格 別 ノ意 味 ラ附

セザ ル コ ト ・ス。

7同 免 疫 注 射 ヲ経 タル後 ノ喰 菌 現 象

表IV(弱 免疫)

強毒結核菌(F)「 アル コール」X.免 疫家兎 ノ喰菌

EX.免 疫 血漿

F.X.免 疫 血 漿

F.X.免 疫 血 清

F.X免 疫 血清

F菌 液

AO菌 液

F菌 液

AO菌 液

喰菌白
血球数

11%

15%

13%

表V(弱 免疫)

AO菌 「ア ル コ ー1レ」X.免 疫 家 兎 ノ喰 菌

簸 撫+A・ 菌液 欝 最 ・9%

鑛 撫+噛 液 一 畷 陶
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AO.X. 十

免 疫 血清

AO.X. 十

冤 疫 血清

AO菌 液,,20%

F菌 液 ,,21%

表IV、VハF及 ビAO「 ア ル コー ル」越 幾斯 冤 疫 例

=シ テ7同 ノ注 射 ニ テ各 家 兎 ハ結 核 菌3500mg.

ヲ「アル コー ル」越 幾斯 ト爲 セル量 ヲ受 ケ タ リ。

其 結 果 ハ何 レ ノ喰 菌 白血球 数 モ20%二 充 タ ズ。

大 谷 氏 ノ示 シ タル標 準 ヨ リス レバ疑 問 ノ部 二屡

シ、 之 レラ李均 封 照藪17%ヨ リ 見 ル 時 ハ(F>

菌越 幾斯 ノ方 ハ硝 ミ低 下 シAO菌 越 幾斯 ノ方 ハ

稽 支高 上 ス レ ドモ7、 前 後 ノ差 ニ シテ、 誤 差 ト

シテ許 容 スベ キ範 園 内 二在 リ。 一 括 シテ陰 姓 ト

見 ル コ トテ得 。

表VI(弱 免疫)

強毒結核 菌(F)免 疫 家兎 ノ喰菌

F菌 免疫 血漿 十F菌 液

F菌 免疫血漿 十AO菌 液

F菌 免疫血清 十F菌 液

F菌 免疫 血清 十AO菌 液

喰菌白
血球轍

20%

8%

25.5%

16.5%

表V∬(弱 免疫)

AO.菌 冤疫家 兎 ノ喰菌

A・ 菌鮫 血漿+A・ 菌液 懸 巖 ・3f'・

AO菌 免疫 血漿+F菌 液 ・s14%

AO菌 免疫血清 十AO菌 液"22%

AO菌 免疫血清 十F菌 液,,21%

表VI、V皿 ハ結 核 菌 浮 游 液 免 疫 例 ニ シテ7回 ノ

注射 ニ テ105mg.ノ 菌9受 ケ タ リ。其ifllva喰菌

藪 ハ各 項 何 レモ20%以 下 ニ シテ 疑 問級 二厩 シ、

且 ツ李 均 封 照 撒17%或 ハ16%二 比 スル モ注 射

二依 リテ喰 菌 鐵 ノ塘 加 テ來 シタ ル ト認 メ難 シ。

唯(F>菌 冤 疫 血 漿 、 即 チ 同 名菌 喰 菌 例 二 於 テ

20%ラ 示 シ弱 免 疫 二近 キ数 ヲ表 ハ シ異 名 菌 喰菌

ノ際 ハ僅 カ ニ8%テ 示 セル ハ奇 異 ナ ル コ トナ レ

ドモ、 是 レヲ 「オ プ ソニ ン」喰 菌 白血 球 撒 ノ釣 合

テ参考 ス レバ、 斯 ル著 シ キ 喰 菌 ノ 差 異 テ示 サ

ズ、是 レテ手技 上 ノ誤 差 ト見 ル コ トテ得 ベ シ。

喰 菌現 象 ノ測 定 ハ 白血球 ノ生的 活 動 ニ ヨ ツ テ、

其喰菌 セ ラル ・撒 ラ基礎 トスル モ ノナ レバ多 藪

實験 ノ内 ニハ斯 ル故 障 モ亦 止 ム テ得 ザ ル ベ シ。

以 上 ノ結 果 ヨ リ見 テ、 加熱 死 菌105mg・ ノ多 景

ラ注 射 ス ル モ爾 、喰 菌 敷 ノ増 加 テ來 サ ・"ルテ認

メ得 タ リ。 之 レテ生 菌 発疫 ノ 諸 家 ノ病 理 解 剖

的 實 験 例 二徴 シテ1mg.ノ 百 分 ノー 、叉 ハ千分

ノー 等 ノ少 量 二比 ス レバ其 差 ノ大 ナ ル ニ驚 カ ザ

ル テ得 ズ。

死 菌 ラ以 テ スル免 疫 ノ困 難 ナ ル ハ以 前 補 艦 結 合

反 慮 ノ研 究 二於 テ述 ベ タル所 ニ シテ 又、 多 撒 ノ

學 者 ノ詮 明 シタル所 ナ リ。Uhlenhuth㈹ ハ 百度

ニ テ2時 間 加 熱 セ ル 結 核 死 菌200--300m9.ノ

多 量 テ家 兎 ノ静脈 内 二注 射 シ タル後 生菌 感染 二

依 リテ晃 疫 ノ敷 果 ナ キ コ トテ報 告 セ リ・。

血 清 ノ喰 菌 激 ハ20%テ 越 ユ レ ド モ大 谷 氏 モ云

ヒ シ如 ク、 本 來 「オ プ ソニ ン」喰 菌 数 ハ血 漿 喰菌

撒 二比 シテ移動 大 ナ ル ラ常 トス。

表vm(易i姦 免疫)

強 毒 結 核 菌(F)sリ 「ア ル コー ル」Xヲ 取 リ

タ ル残 リノ菌 膿 ヲ以 テ免 疫 セ ル家 兎 ノ喰 繭

晶難 盃鍵+
"

残
清

X
血

腕
疫

菌
免

F
膿

十

十

喰菌 白F菌
血球籔

AO菌

F菌

十AO菌

16%

16%

26%

16%

表lx(弱 免 疫)

AO菌 ヨ ヅ ア ル コー ル」Xヲ 取 リタiレ残 リ

ノ菌 膿 ヲ以 テ セ ル免 疫 セ ル家 兎 ノ喰 菌

鍛 覆欝+A・ 菌 騰 ・・%
,,十F菌

AO菌 脱X残 十AO菌

鵬免疫血清

十F菌

10%

13.5%

13%

表V皿IXハ 腕 蝋 菌免 疫 ノ例 ナ リ。 「アル コ_ルJ
の

及 ピ加 熱 「アル コー ル」テ長 時 間作 用 シタル結 核

菌 艦 ハ105mgノ 多 量 デ注射 ス ル モ喰 菌 力 ノ壇

加 テ來 サ ズ。

Uhlenhuthハ 腕 蝋 菌 デ250mg.1回.又 ハ少 量

ヨ リ檜 量 シ テ多 数 回 二亙 リテ700mg.ラ 家 兎 二

注射 シタ レ ドモ生菌 感 染 試 験 二於 テ晃 疫 ヲ讃 明
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セ ザ リキ。Aronson(27)ハ 化 學物 質 テ以 テ作 用 シ

タ ル結 核 菌蛋 白 ハ免 疫 元 トシテ ノ性 質 ラ塗 ズ ル

コ トテ述 ベ タ リ。 是 レ、R.Koch㈲ ノ謂 ヒ シ如

ク「化 學 的 物 質 或 ハ加 熱 等 二依 ツ テ 菌 ノ受 ケ タ

ル慶 化 ハ ア マ リ深 ク シテ其 発 疫 スル物 質 ラ破 壊

シ タル モ ノ ト見倣 サ ・"ルベ カ ラズ」。

即 チV皿 表 ノ血 漿 喰 菌 撒 ハ何 レモ16%ニ シテ封

照 ト殆 ン ド同激 ナ リ.財 プ ソニ ンー1喰菌 ハ同 名

菌 ノ方 梢 胤大 ナ リ.

此 ノ喰 菌 白 血球 撒 テ封 照 ノ撒 ヲ以 テ除 セ バ1.5

トナ リ正 常 喰 薗 ノ範 園 ラ少 シ ク 越 ユ し ドモ、

B6hme`5,ノ 記 スル所 二依 レバ正 常人 ノ「オ ブ ソ

ニ ン」率 ハ ラ イ ト氏 ノ報 告 セ ル10人 ノ異 ナ レル

人 ノ「オ プ ソニ ン」卒 ハ0・7-1・6ノ 間 ニ ア リ シ

ト云 ヘ リ。 他 ノ全 般 テ考 慮 シ テ決 スベ キモ ノナ

リ。 嫁 ツテ此 場 合 、 他 ノ全 テ ノ項 ガ示 ス如 ク之

レモ陰 性 ト見 倣 シ タ リ。

表IXハ 李 均 シテV皿 表 二比 シテ喰 菌 少 シ。 即 チ

血漿 ハ何 レモ10%ニ シテ陰 性 ナ リ、 然 レ ド モ

封 照17%二 比 シテ7ノ 低位 二在 レ ドモ前 述 セ

ル如 ク程 度 ノ差 ハ誤 差 ト シテ ヤム テ得 ザ ル モ ノ

トスe

表x(強 免疫)

強毒結 核 菌(F)「 アルづ一♪レ」X免 疫家兎 ノ喰 菌

FX免 疫血漿 十

,,十

FX菟 疫 血 清 十

十

F菌 液

AO菌 液

F菌 液

AO菌 液

喰菌白
血球薮

》,

18%

7%

8.5%

11.5%

表XI(雪 量免疫)

AO菌 「アルコール」X免 疫家兎 ノ喰菌

A・X免 勧 漿+A・ 菌液 懸 最25%

"+F菌 液"19%

AOX免 疫 血 清 十AO菌 液 。,,9%

・・ 十F菌 液,,10%

表XXIハ 、IVV二 示 シタ ル 「アル コー ルゴ越 幾

斯 弱 発 疫 ノモ ノニ更 ラニ4同 ノ発 疫 注 射 テ施 シ

タ ル結 果 ナ リ.

「アル コー ル」越 幾 斯5csxハ500mg .ノ 菌 ノ越 幾

斯 ナ レバ11回 ノ注 射 ニ テ ハ各 家 兎 ハ實 二5500

mg・ ノ菌 ノ越 幾斯 二相 當 スル モ ノテ受 ケ タ リ。

表Xナ ル(F)越 幾斯 喰 菌 二於 テ同 名薗 喰 菌 ノモ

ノハ封 照撒 ト殆 ン ド同 ジ ク陰 性 ナ リ、 異 名菌 ノ

喰 菌 ハ7%ニ テ前 者 二比 シテ甚 ダ少 シ。 弱 免疫

IVVノ 際 ニ ハ同 名 ト異 名 トノ喰 菌 ハ14%ト11

%ニ シ テ斯 ノ如 キ著 シキ差 ハ示 サ ・"リキ。

何 レニ シテモ追 加 的 二多 量 ノ注 射 ニ ヨ リテモ免

疫 ヲ増 加 セザ リ シコ ト ハ 明 カ ナ リ。rオ プ ソニ

ン」喰 菌 モ陰 性 ニ シ テ多少 撒 的 ノ差 ハ存 ス レ ド

モ誤 差 範 園 内 ノ差 ト見得 ベ シ。

表XIナ ル(AO)越 幾斯 免 疫 ノ喰 菌 駄 態 ラ見 ルニ

同名 菌 喰 菌 白血 球 激 ハ25%ニ シ テ 異 名菌 ハ15

%テ 示 シタ リ、 前 者 ハ弱 陽性 テ示 シ後者 ハ疑 問

ノ内 二在 リ、 而 シテ 「オ プ ソ=ンJ喰 菌薮 ハ9%

ト10%ニ シテ低 キ喰 菌 テ示 シタリ。 今 「アル コー

ル」越 幾斯 免 疫 喰 菌 撒 ヲ全 般 的 二 見 ル ニX表XI

表 ラ通 ジテ20%以 上 ノ陽 性 テ 示 スハ唯 此AO.

喰 菌 ノ25%ノ ミ ニ シ テ他 ノ項 ハ全 部 陰 性 二罵

スベ キ撒 テ示 シタ リ。

此 一・項 ノ弱 陽 性 テ以 テ 「アル コー ル」越 幾斯 免疫

ラ陽性 ト見 得 ベ キ カバ疑 問 ニ シテ或 ハ菌 液 ヨ リ

來 レル誤 差 ナル カ、 要 ス ル ニ(F)菌 及 ピAO菌

ノ「アル コー ル」越 幾斯 多量 テ以 テ免 疫 ラ施 スモ

著 シキ喰 菌 現 象 ノ促 進 テ來 サズ ト云 フ コ トラ知

ル。 是 レ ト關 係 的 二AO-菌 及 ピ(F>菌 ノ「アル

表x且(強 免疫)

強毒結核 菌(F)免 疫家 兎 ノ喰菌

F菌 免疫血漿 十F菌 液

,,十AO菌 液

F菌 免疫血清 十F菌 液

十AO菌 液

喰菌白
血球薮

IJ

29%

8。5%

35%

26%

表XPt(強 免疫)

AO菌 免疫家 兎 ノ喰菌

A・ 菌鮫 蝋+A・ 轍 監鶉39・5%

,、 十F菌 液"30。5%

AO菌 免痩 血 清 十AO菌 液"35.ろ%

,,十F菌 液"21%
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コー ル」越 幾斯 免 疫 血 清 ノ 補 髄 結 合 反 慮 ハ 結 核

菌 液 抗元 ト陰 性 ノ結 果 テ示 シ タ リ。

表XH距 ハ結 核 菌浮 游 液 免 疫 ノ例 ニ シテ表VI

V皿ナ ル陰 性 ノモ ノテ更 ラ ニ4同 追 加 晃 疫 テ爲

シタル結 果 ナ リ。 即 チ11回 ノ注 射 ニ テ165mg.

ノ多 量 ノ菌 量 ラ受 ク、 強 毒菌(F)免 疫 ハ同 名 ノ

菌 二封 シテ29%ナ レ ドモAO喰 菌 二 封 シテ封

照 以 下 ノ甚 ダ少 キ数 テ示 シ他 ハ皆 陽 性 ナ リ、 即

チ是 レテ「オ プ ソニ ンJ喰 菌 白 血球 敷 ト封 照 ス レ

バ斯 ル著 シキ差 異 ラ示 サズ依 ツ テ手 技 上 ノ誤 差

ト見得 ベ シ。

畑 表AO免 疫 ・・同 名 菌 二 封 シテ39%テ 示 シ異

名 二於 テハ30%テ 示 シ、 何 レ モ 中等 陽 性5見

ル コ トテ得 。

且 ッ叉、 其 「オ プ ソニ ン」喰 菌 力 モ陽 性 ナ リ。 要

スル ニ加 熱 死 菌100mg.ラ 以 テ シテ ハ喰 菌 促進

物 質 テ得 ル:tト 困難 ナ レ ドモ、160mg。 テ以 テ

セバ其 可 能 ナ ル コ トテ知 ル。 而 シテAO薗 ノ免

疫 元姓(抗 元性)ハ 輕 度 乍 ラ強 毒菌 ヨ リ強 シ。 是

レ叉、 補 磯 結 合 反磨 ト符 合 ス。

表XIVG蚤 冤疫)

強毒結核菌(F)ヨ ヅ アル コーノレ」Xヲ取 リタ

ル残 リノ菌膿 ヲ以 テ免疫 セル家兎 ノ喰蔚

F菌X脱 残
膿免疫血漿

,,

F菌脱X残
膿免疫血清

,,

白
轍

菌
球

"

喰
血

液

液

液

菌

液

菌

菌

o

菌

o

F

A

F

A

十

十

十

十

表XV(強 免 疫)

AO菌 ヨ リ「アル コー ル」Xヲ 取 リタ ル残 リ ノ

菌 膿 ヲ以 テ免 疫 セ ル家 兎 ノ喰 菌

鍛 難 藁残+A・ 菌液 議
"十F菌 液 ・,

AO菌 腕X礒 十AO菌 液
,,盤免疫血清

"十F菌 液

19%

10%

17%

13。5%

表XIVXVハfア ルコー ル」越 幾 斯 テ取 リタル結 核

菌 罷 見疫 ノ例 ナ リ。 表V皿1Xノ 陰 性讃 明後 更 ラ

ニ 「アル コー ル」越 幾斯 テ取 リタ ル残 リ ノ菌 罷 テ

同檬 二4同 注 射 シタル結 果 ニシテ各 家 兎 ハ合 計 、

165mg.ノ 菌 テ受 ク。 表XIV二 於 テ 同 名薗(F>

ハ9%ナ ル ニ異 名 菌(AO>ハ 却 ツ テ多 ク シテ11

%ラ 示 シ 「オ プ ソニ ン」喰 菌 二 於 テ モ 異 名菌

(AO>ノ 喰 菌 多 シ。 但 シ皆陰 性 テ表 明 ス。 表XV

二於 テハ 同名(AO)菌 チ以 テ セル モ ノハ喰 菌 多

クrオ プ ソニ ン」喰 菌 ハ 同名 菌(AO)二 封 シテ多

シ、 但 シ皆 陰 姓 二終 ル。依 ツ テ 加 熱 「ア ル コー

ル」二作 用 シテ蝋 檬 物 質 テ 去 リタ ル結 核 菌 ハ 多

量 二注 射 子爲 ス ト錐 モ喰 菌 現象 テ促 蓬 セ ズ。

最 後 二結 核 菌 或 ハ之 レ ヨ リ作 リタ ル物 質 テ以 テ

晃 疫 シ タル血 漿 二於 テ同 名 菌或 ハ異 名菌 ノ喰 菌

カ ノ差 異 テ検 シタ ル結 果 二就 テ線 括 的 ニー 言 セ
■

ン ト ス 。

菌 液 ノ濃度 ガ喰 菌 撒 二移動 テ來 スコ トハGreen-

woodα9)Deanω 及 ビWrightノ 謹 明 シ タル腿

ニ シテ余 ノ實 験 二於 テ モ雨種 ノ菌 ノー 容 量 中 二

含 マ ル ・菌 撒 ノ等 シ クナ ル様 專 ラ努 力 シタル所

ナ レ ドモ菌 液 調 製 ノ當 初 二於 テ ハ或 ハ 同撒 ナ リ

シモ時 ノ経 過 ト共 二諸 種 ノ原 因 ニ ヨ リテ小 部 分

或 ハ多 ク ノ部 分 凝 集 スル コ トモ有 リ得 ベ キ コ ト

ナ リ。Wright(20)・ ・血 清 及 ビ食 盛 水 ハ結 核 菌 テ凝

集 ス ル トナ シ菌 液 ノ食 盤 水 ニ ハ0・1%稀 繹 ノモ

ノテ使 用 セ リ。 之 レニ ヨ リテ見 ル モ亦 菌 液 ノ菌

撒 二攣 化 テ及 ボ ス コ トノ可能 テ考 ヘ ザ ル ベ カ ラ

ズ。 故 二免 疫 血 漿 ノ喰 菌 現 象 ラ比 較 セ ン トセ バ

類 似 ノ他 ノ菌 株 ラ以 テ細 心 ノ注 意 ノ下 二菌 液 テ

調 製 シ、 同様 ナ ル他 ノ實 験 テ重 ネ テ参 考 トセ バ

更 ラニ眞 二近 キ テ得 ン.暫 ク決 定 テ控 エ タ リ。

次 二冤 疫 血 清 テ以 テ シタ ル喰 菌現 象 ハ以 上 ノ實

験 例 ニ テ ハ拘構 酸 加 血液 ノ喰 薗 現 象 ト殆 ン ド著

シキ差 異 ナ カ リキ。

結

α}強 毒結核菌及 ビ「サボニン∫加培養結核菌 ノ

論

加 熱 「ア ル コー ル」越 幾斯 ラ以 テ人 工見 疫 ラ施 シ
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タル家兎血漿又ハ血清ソ喰菌促遙作用ハ甚グ輕

微 ニシテ交文果疑 ハシ。

(ll)此等 ノ加熱結核死菌 ノ著 シキ多量ラ以テ発

疫 シタル家兎血漿及 ビ鉱E清ハ喰菌作用 テ促遙

ス 誓e

而 シテ 「サボ ニ ンJ加 培 養 結 核 菌 ハ張 毒結 核 菌 二

比 シテ幾 分 力強 キ免 疫 元 性 テ有 ス。 此 ノ關 係 ノ・

補 禮 結 合 反 慮 ト符 合 ス。'

(皿)長 時 間 加 熱 「アル コPtルJテ 作 用 セ シメ テ翼

蝋 様 物 質 ラ去 リタ ル 結 核 菌 ト80。Cニ カ嚥 セ]y

菌 ト同量テ以テ同様 二注射ラ施 ス時ハ前者ハ其

免疫血漿及 ビ発疫血清 ノ喰菌作用 ノ増進テ來 ス

コ トナキニ、後者ハ喰菌作用テ檜進 ス。故 二結

核菌 ラ発疫元 トシテ使用 スル等當 リ、晃疫龍 ノ

産生ハ菌艦 ノ受 ケタル慶化二反比例 スト云フテ

得ベ シ。

(IVI強毒結核菌(F)b(AO)菌 テ以 テ喰菌セシ

メタル結果 ヨリ見 レバ強毒結核菌(F>必 ズシモ

少 キ喰菌激 テ示 サズ。
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